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1.  平成24年3月期第3四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 28,265 △4.7 △725 ― △812 ― △1,312 ―
23年3月期第3四半期 29,666 17.1 227 ― 271 ― △2,307 ―

（注）包括利益 24年3月期第3四半期 △1,256百万円 （―％） 23年3月期第3四半期 △2,441百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 △23.16 ―
23年3月期第3四半期 △40.73 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第3四半期 33,084 10,983 33.1
23年3月期 33,363 12,246 36.6
（参考） 自己資本   24年3月期第3四半期  10,967百万円 23年3月期  12,222百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  有  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
24年3月期 ― 0.00 ―
24年3月期（予想） 0.00 0.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 39,500 △0.9 △600 ― △700 ― △1,350 ― △23.83



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により予想数値と大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、四半期決算短信[添付資料]Ｐ.2「1.当四半期決算に関
する定性的情報（3）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 60,569,390 株 23年3月期 60,569,390 株
② 期末自己株式数 24年3月期3Q 3,920,178 株 23年3月期 3,912,723 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 56,652,052 株 23年3月期3Q 56,665,173 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により厳しい環境下にあるなかで、緩や

かに持ち直しの動きが見られましたが、タイの大洪水による一部企業の生産活動停滞や急激な円高に加え、欧州の

政府債務危機などを背景とする海外景気の下振れリスクが継続、また雇用情勢の悪化懸念が残るなど、依然として

厳しい状況のうちに推移いたしました。 

 このような情勢のなかで当社グループは、主力製品のコスト削減を中心とした合理化の徹底や、販売体制の一層

の強化と新商品の開発による新規市場の開拓、事業領域の拡大を推し進めることで業績の向上に努めてまいりまし

た。しかし、主力の自動車安全部品事業において、東日本大震災による自動車減産の影響を大きく受けたことに加

え、タイで発生した大洪水によりタイ子会社の生産活動が滞ったこともあり、当第３四半期連結累計期間の売上高

は、282億65百万円と、前年同期比4.7％の減収となりました。損益面でも、全社をあげた人件費、経費の削減活動

に注力したものの、８億12百万円の経常損失（前年同期は２億71百万円の経常利益）となりました。また、四半期

純損益は、有価証券評価損の計上に加え、税制改正にともなう繰延税金資産の見直しにより、法人税等調整額を２

億60百万円計上したことから、13億12百万円の四半期純損失（前年同期は23億７百万円の四半期純損失）となりま

した。 

   

 以下、セグメント別に概況をご報告申しあげます。 

 当社は、カンパニーを基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「自動車安全部品事業」

「機能製品事業」「パルテム事業」の３つを報告セグメントとしています。 

 第１四半期連結会計期間より、報告セグメントとして記載する事業セグメントを変更しており、当第３四半期連

結累計期間の比較・分析は、変更の影響を含めております。 

  

（自動車安全部品事業） 

 シートベルト、エアバッグ、自動車関連用品（内装品その他）は、自動車メーカー各社が東日本大震災の影響に

よる減産から増産に転じ、売上は回復基調になりましたが、特に第１四半期における影響が大きく、前年同期に比

べ、売上は減少いたしました。 

 この結果、当事業の売上は214億17百万円と、前年同期に比べ8.3％減少いたしました。 

  

（機能製品事業） 

 自治体の財政縮小による官公需低迷のなか、ジャストップをはじめとした防災関連商品、消防用・消火栓用ホー

スともに、売上は低迷いたしました。しかし、「エアーロール・システム」をはじめとする物流省力化関連商品

や、「ワイヤー式安全ブロック」は、旺盛な需要に支えられ、売上を伸ばしたほか、ロープは、船舶用の新商品受

注が好調に推移したことにより売上が増加いたしました。 

 この結果、当事業の売上は36億69百万円と、前年同期に比べ3.9％増加いたしました。 

  

（パルテム事業） 

 パルテム事業の各分野における売上につきましては、下水道分野や上水道分野で好調に推移したものの、農業用

水分野と電力分野については減少いたしました。また、「緊急排水ホース」は、東日本大震災による需要の急増が

あり、売上が大幅に増加したほか、切削可能構造材「ＳＺパイル」も売上を伸ばし、業績に寄与いたしました。 

 この結果、当事業の売上は31億66百万円と、前年同期に比べ15.0％増加いたしました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況  

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は330億84百万円であり、前連結会計年度末に比べ２億78百万円減少いた

しました。これは、棚卸資産の減少９億39百万円などが影響したものです。 

 負債総額は221億１百万円であり、前連結会計年度末に比べ９億84百万円増加いたしました。なお、正味運転資

本（流動資産から流動負債を控除した金額）は11億56百万円で、流動比率は106.0％となっております。 

 純資産は109億83百万円であり、自己資本比率は33.1％と、前連結会計年度末の36.6％から低下しております。 

  

②シンジケートローン契約の締結  

 当社は、運転資金の安定的な資金調達を行うため、株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行をはじめとする取引金融機関６

行と借入極度額100億円のシンジケートローン契約（コミットメント期間平成23年９月29日～平成24年９月25日）

を締結しております。なお、借入金実行残高合計は平成23年12月31日現在、63億円となっております。  

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成24年３月期通期の業績予想につきましては、平成23年５月11日に公表いたしました連結業績予想から修正し

ております。詳細につきましては、本日公表いたしました「業績予想ならびに配当予想の修正に関するお知らせ」

をご参照ください。                 

１．当四半期決算に関する定性的情報



２．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,730 3,017

受取手形及び売掛金 9,716 10,808

商品及び製品 1,762 1,724

仕掛品 2,564 2,174

原材料及び貯蔵品 2,002 1,491

繰延税金資産 980 561

その他 716 566

貸倒引当金 △9 △11

流動資産合計 20,463 20,334

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,608 3,570

機械装置及び運搬具（純額） 2,033 1,999

工具、器具及び備品（純額） 797 722

土地 2,733 2,723

リース資産（純額） 44 38

建設仮勘定 447 469

有形固定資産合計 9,664 9,524

無形固定資産 324 265

投資その他の資産   

投資有価証券 1,643 1,544

長期貸付金 25 23

繰延税金資産 1,131 1,288

その他 191 188

貸倒引当金 △81 △84

投資その他の資産合計 2,910 2,960

固定資産合計 12,899 12,750

資産合計 33,363 33,084



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 9,202 9,238

短期借入金 3,166 6,516

未払金 986 1,262

未払法人税等 185 26

未払消費税等 24 27

賞与引当金 333 83

役員賞与引当金 16 0

防災製品補償損失引当金 2,720 1,088

その他の引当金 21 13

その他 1,493 921

流動負債合計 18,150 19,177

固定負債   

長期借入金 1,133 1,066

退職給付引当金 1,591 1,647

役員退職慰労引当金 123 112

資産除去債務 29 29

その他 89 67

固定負債合計 2,966 2,923

負債合計 21,117 22,101

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,388 8,388

資本剰余金 7,090 3,987

利益剰余金 △1,919 △128

自己株式 △743 △743

株主資本合計 12,815 11,503

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △271 △30

為替換算調整勘定 △322 △505

その他の包括利益累計額合計 △593 △535

少数株主持分 23 16

純資産合計 12,246 10,983

負債純資産合計 33,363 33,084



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年12月31日) 

売上高 29,666 28,265

売上原価 26,516 25,956

売上総利益 3,150 2,308

販売費及び一般管理費 2,922 3,033

営業利益又は営業損失（△） 227 △725

営業外収益   

受取利息 4 16

受取配当金 22 23

持分法による投資利益 37 28

受取賃貸料 17 16

貸倒引当金戻入額 5 －

助成金収入 － 48

その他 21 16

営業外収益合計 109 149

営業外費用   

支払利息 14 39

賃貸収入原価 15 17

為替差損 17 98

シンジケートローン手数料 － 52

投資事業組合運用損 9 2

その他 8 26

営業外費用合計 65 236

経常利益又は経常損失（△） 271 △812

特別利益   

固定資産売却益 100 173

補助金収入 － 46

特別利益合計 100 220

特別損失   

固定資産処分損 8 34

投資有価証券評価損 － 370

ゴルフ会員権評価損 8 4

会員権評価損 13 －

退職給付費用 13 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 27 －

製品改善対策費 500 －

防災製品補償損失引当金繰入額 2,050 －

特別損失合計 2,621 409

税金等調整前四半期純損失（△） △2,249 △1,001

法人税、住民税及び事業税 91 50

法人税等調整額 △36 260

法人税等合計 54 311

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △2,304 △1,312

少数株主利益又は少数株主損失（△） 3 △0

四半期純損失（△） △2,307 △1,312



（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △2,304 △1,312

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △78 233

為替換算調整勘定 △58 △184

持分法適用会社に対する持分相当額 － 7

その他の包括利益合計 △137 56

四半期包括利益 △2,441 △1,256

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,444 △1,254

少数株主に係る四半期包括利益 3 △2



 該当事項はありません。 

   

   

  当第３四半期連結会計期間末の株主資本の金額は、前連結会計年度末に比較して著しい変動がありませんが、平

成23年６月29日開催の第111回定時株主総会決議に基づき、資本準備金3,212百万円を減少し、その他資本剰余金に

振り替えるとともにその他資本剰余金のうち3,103百万円を繰越利益剰余金に振り替え、欠損てん補いたしまし

た。  

 この結果、当第３四半期連結累計期間において資本剰余金が3,103百万円減少し、利益剰余金が3,103百万円増加

いたしました。    

   

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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